
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

1 0 0 0 1 2 0 4 8 5

0 0 0 8 3 0 × 11 11 0

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 遊 4 1 1 0 右３ 三ゴ 二ゴ 右飛

2 投 4 0 1 1 遊ゴ 二安 二ゴ 三振

3 一 3 1 2 2 中安 捕飛 右本四球

4 左 3 0 1 0 三振 三振 中安四球

5 捕 4 0 2 0 三振 左安中安 投ゴ

6 右 中 4 0 1 0 三振 三振 三ゴ 左２

7 二 右 三 2 1 0 0 遊飛 三ゴ 死球四球

8 三 0 0 0 0 四球 四球

8 右 1 1 0 0 死球三振

9 中 二 3 0 0 0 三ゴ 右飛 四球 一ゴ

28 4 8 3

6

打 得 安 点 1 2 3 4 4 5 6 8 9

1 投 三 遊 4 1 1 2 四球三振 右２ 投飛 三ゴ

2 遊 投 4 2 0 0 二ゴ 三振二失 死球 一ゴ

3 捕 4 2 2 2 三振 遊安中安 三失

4 三 投 三 4 2 3 2 三振 左安遊安 左２

5 左 3 1 1 1 二ゴ 一飛四球 右安

6 一 4 1 0 0 投ゴ 捕邪遊失 三振

7 右 0 0 0 0

7 右 3 0 1 0 三安 二失三振

7 打 右 1 0 0 0 三振

8 二 4 1 2 1 三安 二失遊安 二ゴ

9 中 3 1 1 1 四球 投ゴ 三安 三ゴ

34 11 11 9
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0/3

2

クラーク記念国際高校・広島・通 対 星槎国際高校・東京・通

残塁：11 併殺：0

11

四球

曇

クラーク広島・通

捕手

尾 形 太 陽

星槎国際東京・通

0

石 原 幹 太

三 上 優 誠

細 見 幹 明

24 7

横 畑 翔 吾

山 本 優 樹

中 村 太 紀

■戦評

石 原 幹 太 横 畑 翔 吾

山 本 優 樹

砂 川 弘 樹

3 2

自責

4 4

山 本 優 樹 3 0

砂 川 弘 樹 9 1

5

三振

2

四球

残塁：9 併殺：0

2石 原 幹 太

秦 啓一郎

32 0

山 口 弘 尊

砂 川 弘 樹

合計

自責氏名 回数 打者 安打

回数 安打

秦 啓一郎 7

三振

38

７回コールド

■日時 平成28年8月15日(月)

■球場

出場校名

明治神宮野球場

球審：竹本 塁審：小山 菊池 山下■審判

■試合時間 ■備考

東京２

西中国・広島

2時間16分

代表地区

第4試合 2回戦

大 沢 俊 輔

クラーク広島・通

種 藤 颯 大

星槎国際東京・通

ポジション 氏名

秦 啓一郎

２回戦神宮球場の第４試合は、１回戦を終盤の集中打によりコールドで制したクラーク記念国際高校・広島・通信制と初出場の東京都
第２代表・星槎国際高校・東京・通信制の対戦となった。先攻の星槎国際・東京は初回、１番大沢が開始直後の初球をとらえ三塁打を放
つと続く２番秦の内野ゴロの間に生還し１点を先制する。１－０のまま迎えた４回裏クラーク記念国際・広島は二つの敵失により一死一二
塁とし１番石原の２点適時二塁打で逆転に成功し流れをつかむと、その後４本の安打に相手のミスも重なりこの回一挙８点を奪う。点差
を詰めたい星槎国際・東京は５回二死から３番種藤が右翼スタンドに本塁打を放ち１点を返すと６回にも２点を返したが反撃もここまで。
５回に４番山本の適時二塁打などで３点を追加したクラーク記念国際・広島が７回コールド１１－４で勝利し、ベスト８に進出した。一方敗
れた星槎国際・東京は５失策と守備が乱れ、そのうち四つを記録した４回の守りが何とも悔やまれる結果となった。

小 西 翔 太

備考

■バッテリー

打者

■投手成績

小 林 宥 渡

尾 形 太 陽

大 津 真

与那城 大 生

北 村 真 也

星 野 達 郎

備考

氏名

■投手成績

荒 木 陸

中 川 裕 太

土 居 裕 汰

合計

投手 捕手

ポジション 氏名

■バッテリー

投手
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